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論文内容の要旨
汎
本論文は12章216ページから構成されている。第 1章は登校拒否の高校生の母親とのカウンセリング
においての失敗体験であるが，筆者がなぜ家族療法的視点に注目するようになったか，家族システムを学
んでゆくことになる契機となった事例である。第2章は，家族療法の理論とその技法を概説し，特に個人
と家族を繋ぐ有効な概念を整理する。第3章は，個人と家痕のアセスメントについて述べられている。第
4章， 5章， 6章は事例であるが，情緒障害児短期治療施設での事例である。崩壊家族，父子家族，家出家
族など，家族そのものの在り方に，多くの問題を含んでいる事例である。それらの事例を家族療法的視点
によってどのように乗り越え得るかが記されている。第7章 8章の事例は，学生相談室での事例である。
自我の弱い学生の場合，学生相談室で個人のみの心理治療を行うことは，相談室の機能と責任の面から，
きわめて慎重でなければならな ~'o しかし医療や外来機関にリファーするだけでは，大学に根付き，真
に学生を援助する学生相談室にはなり得ないc家族の協力を得て家族と共にその学生の発達成長をめざ
す技法を開発した事例の報告である。第9章 10掌の事例はいずれもある程度の自我の強さをもったク
ライエントとの事例である。もちろん，親子関係.家族関係が問題となって症状が表出しているが，夢や
箱庭によるイメージの世界をカウンセラーと共有することによって自らの問題を解決していった事例であ
る。筆者は，それぞれの家族のあり方を念頭に置きつつ，家族の誰かを悪者にしないという意味で.申立
性を保ちながら個人の内面への旅を共にすることができた。第1章!;t.チーム医療の中の伺人心理治療で
ある。幻覚妄想状態で短期の入院歴があるクライエントである。筆者が個人心理治療を，精神科医の主治
医は診療と家族への対応を担当した。筆者と精神科医が，共に家族療法的視点を持つことでクライエント
と家族への理解を共有できたと考えられる。家嫉療法的視点がチーム医療における分化と統合の接点に
なりうるという新たな観点を提供している。第12章では，各事例を家族療法的視点から，まとめて考察し
ている。家族システムの視点から.ジヰノグラムを検討し夫婦面接・家族面接の意味にも言及している。
論文審査の結果の要旨
本論文は家按療法的視点からみるという目的や問題意識が明確で，それが論文全体を通して貫かれてい
るの方法論は家族療法的視点をもっていなかったために失敗した事例1つを含めて8事例，そしてロール
シャツハ・テストを心理療法の事前事後に用いてアセスメントした例1つ.また精神科医とチーム医療と
して協力して行なった事例 1つが報告されているが，ときにジェノグラム(家系凶もしくはファミリー・
ツリー)を用いて視覚的に理解しながらそれらをボーエンとオーソンの理論で考察していくものである。
すなわち，帰納的推論 (inductivc inference)の範鴎に入るが事例から得られた知識から一般性を見い
出そうとする方法がとられている。
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そこで新しく得られた知見としては，確かに家族療法的視点で心理療法を見ていくと，個人心理療法の
場合においても.クライエントの問題性が単にIPであるに過ぎない点や，家族のコミュニケーションの悪
循環や三角関係など，その家族がもっている病理的ノマターンが明らかになるという点である。この点は，
日本に近年.導入されている家族療法の諸派においてはすでに明らかになっているところではあるが.個
人心理療法においてもクライエントをはじめ母親など特定の家族を悪者にすることなく心理雄法を促進す
るものとして考察したところが，本論文の新しい知見であるといえる。それに学生相談においても.自我
が弱く，病理的な場合は家族に参加してもらって心理療法を行なうという点も日本においては新しい試み
であるといえよう。
よって本論文は形式と内容において博士(学術〉の学位に値するものとして過であると認められた。
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